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平成１５年度上期「柏崎刈羽品質監査部」の活動状況報告について
１．業務品質監査（平成１５年４月～平成１５年９月監査実施分）

監査結果
件名 監査実施日

監査概要 指摘・要望事項
是正処置計画

（完了日，完了予定日）

【保安規定遵守】【保安規定遵守】【保安規定遵守】【保安規定遵守】
「原子炉格納容
器漏えい率検査」
実施状況監査
・ ６号機
・ ７号機
・ ４号機

H15.2.17～4.16
H15.5.07～6.05
H15.3.07～6.25

（４号機につい
てはＰＬＲ配管
修理工事による
Ｌ／Ｔ作業中断
あり）

　６号機では福島第一原子力発電所での不正行為に鑑み、不正をさせな
い仕組みの確認を監査目的の一つとしたが、７号機以降ではMETIの
指導や発電所の業務改善に基づく実施方針を受け、また、３店所監査レ
ベルを合わせることも考慮し、適切な品質保証体制が確立され、その品
質保証活動が的確に実施されていること、及び検査過程が適切であるこ
とを発電所から独立した立場で確認することを目的として共通の監査
要領書を作成して監査を実施した。
　６号機では品質保証活動に改善を要するところが多く、是正活動によ
る工程変更やMETIの指摘等も数多く受けたが、不正防止、検査の実
施にあたって否定する事項は見あたらなかった。続く７号機、４号機で
のＬ／Ｔにおいては、監査指摘事項のレビューや手順・検査工程の確認
等を通じて品質保証活動の改善の努力が行われていることを確認する
とともに検査過程が適切であることを確認した。
　しかし、さらに改善を要する点が見受けられたので、右に示す要望を
行った。

＜要望事項＞
６号機①実施方針の決定・周知について
　　　②確認作業者の作業位置づけ及び手順の認識徹底について
　　　③追加作業発生時の処置方法明確化について
　　　④実施要領書における実施項目・手順における不足事項
　　　⑤実施体制の実際と計画の相違について
　　　⑥調達業務の管理不足について
　　　⑦実施要員の役割認識の不足について
７号機①社外機関への検査詳細手順の明確化について
　　　②昇圧前ﾊﾟﾄﾛｰﾙにおける手順・ﾁｪｯｸ方法の統一について
　　　③廃止した設備図面の誤使用防止について
４号機①計器校正確認検査成績書の確認者記録方法の統一について
　　　②監理員立会項目作業における確認記録の残し方について
　　　③バウンダリ再確認における電動弁の確認方法について
　　　④２４時間と６時間検査の評価方法と判定基準の明確化

　実施要領書の見直しを行い、実施体制、追
加作業発生時の処置方法等を明確にした。ま
た、ロールプレイを含めた教育を適切に実施
するなどの是正対策が行われたことを確認
した。
また、当該号機の次に実施されるＬ／Ｔ活
動実施時に、是正策の運用状況について確認
し、改善が図られ、実施されていることを確
認した。
　４号機での要望事項については、続くＬ／
Ｔ実施号機で確認する予定。
６号機　H15.6.18
７号機　H15.8.4
４号機  H15.8.22(是正状況の確認は続く

Ｌ／Ｔ実施号機で行う)
【原子炉起動前】【原子炉起動前】【原子炉起動前】【原子炉起動前】
・ ６号機
・ ７号機
・ ４号機

H15.4.18～5.13
H15.6.05～6.25
H15.7.01～8.07

（４号機はＬ／
Ｔ同様工程変更
のため長期間）

　起動前及び起動時確認業務に対し、品質保証活動の実施状況を確認す
る事を目的に監査を実施した。特に６号機においては原子力発電所の点
検停止が続く中での最初の再起動となるため、起動工程のポイントには
昼夜を問わず立会い確認した。
　各号機の起動とも必要な品質マネジメントシステムが構築され、的確
な業務の遂行、評価がなされていることを確認した。
　しかし、さらに改善を要する点が見受けられたので、右に示す要望を
行った。

＜要望事項＞
６号機①起動時における技術評価会議の位置づけの明確化について
　　　②技術評価会議議事録の確認について
　　　③100%負荷時技術評価会議後のフォローアップについて
　　　④プラント起動時データ採取項目の明確化について
７号機①系統健全性確認記録の作成部門の明確化について
　　　②プラントメーカーへの依頼内容の徹底について
４号機　要望事項等なし

　「起動時技術評価会議の運用補足につい
て」により、各要望事項に対する是正方針を
明確にし、運用すると共に、H15.8.4施行さ
れた「プラント起動前、起動時点検要領(V-
K3-(H2-M1)-108)に是正対策を反映させた
ことを確認した(６号機)。　　(H15.9.2)
　他、全ての是正計画が策定・実施されてい
ることを確認した。        

【新設計【新設計【新設計【新設計・新工法の・新工法の・新工法の・新工法の
導入】導入】導入】導入】
雑固体焼却炉設
備

H15.6.09～6.10
（建築Ｇ分）

H15.8.29～9.30
（環境施設Ｇ分）

　本工事はＨ１７年度竣工の長期間にわたる作業であるため監査対象
を工事進捗に合わせて選定することとし、最初に建築Ｇ実施分のうち新
工法であるＳＣパネルへのｺﾝｸﾘｰﾄ打設作業について監査を行った。当該
作業はSC工事ｺﾝｸﾘｰﾄ打設要領書に基づき進められ、的確に実施されて
いることを確認した。
　次に建屋建設工事から焼却炉並びに関連設備受け入れ・設置工事に移
行したことから、環境施設Ｇ実施分を主に現場作業も含めて監査を行っ
た。工事管理は適切に実施されていることを確認した。なお、引き続き
適宜工程を見ながら作業確認を行っていく。

　指摘・要望ともなし。

　指摘・要望ともなし。
－

ＰＬＲ配管修理 H15.4.23～継続
中

　ＰＬＲ配管修理工事については、新技術・新施工方法が採用された重
要な工事であるため、修理方法の検討、決定から修理工事施工、修理結
果の確認までの的確な品質保証活動の確認と工事の透明性が確保され
ていることの確認を目的として監査を行っている。
　定められた要領等に基づき適切に実施されていたことを確認した。し
かし、一部品質管理上改善を要するものがあったため、右に示す要望を
行った。

　柏崎刈羽原子力発電所でＰＬＲ配管のあるプラントで最初の起動が
予定されている４号機での業務に対して要望を行った。
＜要望事項＞
①工事施工要領書の改訂版管理について
②技術検討書の承認行為について
③検査成績書への計測器管理番号の記載について

旧版に対する「旧Rev」印による識別の実
施と共に別ファイル管理の実施、所長承認の
早期実施、並びに計測器管理番号の記載を要
領書に明記することの是正が行われたこと
を確認した。　　　       　(H15.6.12)

原子力品質監査部　柏崎刈羽品質監査部
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シュラウド修理 H15.4.18～継続
中

　ＰＬＲ配管と同様に重要な工事であることから、同様の目的で監査を
行っている。定められた要領等に基づき適切に実施されていたことを確
認した。しかし、一部品質管理上改善を要するものがあったため、右に
示す要望を行った。また、工事中に不適合が発生したため、工事実施企
業に対して臨時監査を行った。

　柏崎刈羽原子力発電所で最初のシュラウド修理を行った３号機に対
して要望を行った。
＜要望事項＞
①第三者機関における責任と権限の明確化について
②工事工程表の改訂と承認行為について

第三者機関の役割を明確にした文書を作
成し周知すると共に、打合せの際には記事録
を作成し、記録にととどめることとした
(H15.5.29)。他、全ての是正計画が策定・実
施されていることを確認した。

【臨時監査】【臨時監査】【臨時監査】【臨時監査】
保守管理技術情
報業務

H15.6.16～6.30 　不適合監査実施の際、不適合対応は的確に行われていたものの、保守
管理技術情報（ＭＩＳ）の発信と受信に時間的なずれがあり、本店記録
でも受信の遅れが散見されたことからＭＩＳ業務が共有化、水平展開の
手段として有効に活用されているか確認するために監査を行った。
　ルールに従った取扱いがなされていたが、情報を有効活用するために
はルールが曖昧なものや、ＭＩＳ以外の手段も用いているケースもあっ
たため右に示す要望を行った。

＜要望事項＞
①発電所への水平展開が必要な設備対策情報に対してＭＩＳが果たす
役割の明確化について
②不具合事象の原因究明・対策検討内容に対する本店の指導・助言内容
の記録化について

　発電所単独で是正を計ることは難しいた
め、本店及び３店所で検討中

２．不適合処理状況監査
（１） 不適合管理委員会処理件数：３，０４５件（平成１５年度上期で、Ａｓ～Ｄの区分処理された件数）

注：処理したもののうち、法令・協定に基づく報告事象等に相当するもの（グルードＡｓ）や保安規定に関わる事象等に相当するもの（グレードＡ）と発電所側で判断したものは、各々、５件、１０件である。
（２）不適合処理状況監査

監査結果監査実施
処理期間

監査実施日
監査概要 指摘・要望事項

是正処置計画
（完了日，完了予定日）

H15.5.13 １．Ｋ－４ＣＲＤ配管変形（膨らみ）の件
　　原因の追及、特定、健全性確認、対策の実施及び水平展開の検討
及び承認は問題なく実施されていた。しかし、企業への指示方法につ
いて改善すべき点があったため、右に示す要望を行った。

＜要望事項＞
　協力企業への指示の明確化について：再発防止対策であるダブルフ
リージングを工事要領書へ記載することとしているが、工事要領書は
次回定検時に提出される時間を要するものであった。このような指示
は口頭ではなく、書面で行う等記録を残すように運用することを要望。

文書による再指示を実施完了しているこ
とを確認した。(H15.10.6)
文書管理番号H905896R00

H15.6.30～7.07 ２．５号機　ＩＡ除湿装置（Ｂ）トリップ
　　隔離内容の検討不足が原因。設備への表示及び関係図書への注記
等Ｈ／Ｅ防止対策がとられ、水平展開も当該号機特有設備であり不
要と判断した等を適切に処置していることを確認した。

　指摘・要望ともなし。

－

H15.7.14～7.23 ３．雑固体廃棄物焼却設備の工認添付書類の構造図と外観の違い
　　受注者と調達先（海外メーカー）とのコミュニケーション不足及
び海外メーカー特有の品質管理が主な原因。今回の相違は技術的に
は問題ないものの、コミュニケーションと品質管理の増強を計るよ
う受注者に指示した等を適切に処置していることを確認した。

指摘・要望ともなし。

－

H15.8.19～6.25 ４．３号機　中操換気空調系ダンパー全閉について
　　応急処置実施、設備知識の周知、操作スイッチ部の表示方法の変
更及び水平展開として全閉の元となった検査実施要領書の改訂につ
いて検討、実施した等を適切に処置していることを確認した。

指摘・要望ともなし。

－

H15.8.21～8.28 ５．４号機Ｔ／Ｂ天井クレーンより結露水滴下
　　クレーン使用者の処理忘れが原因。注意喚起、関係企業への周知
や水平展開の実施等を適切に処置していることを確認した。

指摘・要望ともなし。
－

平成１５年度
上半期

H15.9.16～9.25 ６．使用済みLPRM落下
　　暫定対策の検討、実施及び水平展開等を適切に実施していること
を確認した。今後、恒久対策についても適宜確認していく。

指摘・要望ともなし。
－

３．発注先品質監査について
　　原子燃料工場の品質保証活動実績等について柏崎品質監査部が幹事となり、本店及び３店所合同監査を実施（平成１５年４月８日～平成１５年４月９日）
　　協力企業の工場及び構内事務所に対して臨時監査を実施（平成１５年５月３０日及び６月１０日）。　　構内協力企業２社に対して定期発注先監査を実施（９月２５日及び９月２６日）。　　　　　　　　　　　以　　上


